
宇部市新庁舎　電気・機械設備計画比較表

評価項目：　○ 優れている　　　　● 劣る

イニシャル ランニング BCP 環境 安全性

1 受電方式 採用 1回線受電 2回線受電に比べランニングコストが安い（100～200万/年） - ○

2 非常用発電機 採用 ガスタービン発電
ガスタービン発電機はディーゼル発電機に比べ、イニシャルコストが若干高価である
が、低振動で重量が軽い。また、低負荷運転が可能なことから、災害時の負荷変動
にも信頼性が高い発電を確保できる。ディーゼルに比べ燃焼時黒煙が出ない。

198,000 ○ ○

3 太陽光発電（50kw) 採用 建物電力消費型
電力の買取価格が下がっており費用対効果が出ないが、普及した再生可能エネル
ギーで環境に優しい設備。また、蓄電池を備えることで災害時のBCPにも寄与する。 2 30,000 ○ ○

4
Ｖ２Ｂシステム
（電気自動車蓄電）

不採用 イニシャルコストが高価（30台で7～35億） 3 700,000～
3,500,000 ●

5 ハイブリッド発電街路灯 採用 費用対効果はない（外灯の3～４倍）が、災害時（非常時）の照明として数基採用 4 900 ○ ○

6 変圧器 採用 アモルファスモールド型

一般的な油入型変圧器では1000KVA以上の場合、消防の特殊消火が必要となる場
合があり、安全性に劣るため、通常採用しない。新庁舎では1800KVAを想定してい
ることから、イニシャルコストは高いが電力効率が良く、安全性に優れ、ランニングコ
ストが安価で30年の長期寿命が期待できるアモルファスモールド型を採用する。

5 18,820 ○ ○

7 LED照明方式 採用 タスクアンビエント型
照明台数を減らせるので、全般照明（LED）方式に比べ3年でイニシャルコストが回収
できる 6 25,000 ○

8 水素 要検討
太陽光+水素燃料電池
システム

非常用発電機の燃料途絶後、夜間や悪天候を想定し、自立分散型エネルギーによ
るＢＣＰ強化として活用可能。また、将来の水素社会を見据え、増設可能なシステム
であり、環境都市宇部として、未来型先導庁舎として発信できるが、イニシャルコスト
が高価であることから、さらなる検討が必要。

7 177,000
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（補助差引後
 ：59,000千円）

● ○ ○

9 熱源システム 採用
電気+ガス（コジェネ）併
用システム

都市ガスで発電し排熱を空調で無駄なく活用するシステム。エネルギー消費量など
環境性能面は最も優れている。最も安価な電気式に比べると約2千万増となるが、ラ
ンニングコストに優れる。（19年で回収）
コージェネレーションは電力途絶時のＢＣＰ対応の電力源としても活用

9 67,556 ○ ○

10
太陽熱利用
（熱源システム）
潜熱・顕熱分離空調

採用
真空管式太陽熱温水
器＋デシカント外調機

太陽熱利用は、創エネルギーとして採用。自立運転可能なためＢＣＰ性能向上にも
寄与（19年で回収）
空調熱源のダウンサイジング及び運転効率向上が可能。クールビズ時の室内快適
性も確保（約８年で回収）

10 175,000 ○ ○ ○

11 給水方式 採用
受水槽+加圧給水ポン
プ方式

高置水槽方式に比べ、ランニングコストが若干増（10万/年）だが、地震時の転倒な
ど災害時の危険性が低い。 11 35,200 ○ ○ ○

12 受水槽 採用
ステンレス製または鋼
板製

FRP製に比べイニシャル300万増だが、耐用年数が倍（FRP15年、SUS30年） 11 18,700 ○

13 雨水利用設備 採用 約8年で回収可能。災害時も雑排水利用が可能 11 9,500 ○ ○

14 給湯方式 採用 個別給湯方式
給湯箇所が分散、かつ使用量が少ないことから、燃焼を伴わない電気個別分散方
式

5,300 ○ ○

15 下水熱利用システム 不採用
家庭用ガス湯沸器程度（20kw）の効果に対し、イニシャルコストが約2.6千万と高価。
熱採取する下水道本管まで距離がある。 12 26,000
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